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R13 そのプロジェクトの望ましい姿、目指すべき方向性、新しい価値観

どうなっていけば良いのか、そのために何が必要なのか

プロジェクトを進めるのに必要な仕掛け、環境整備は何か

現状と課題。今、どの段階にいるのか。どのような状態なのか
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・他所にはない豊能町らしさを活かした「まちの魅力」がある

・東西の魅力が相乗し合うことで、まち全体に活力が溢れている

・若い人、特に子育て層に人気のまちになっている

・都会にはない、自然を活かした遊べる場所や集える場所がある

・共働きしやすい環境が整っている

・地域が移住者を歓迎している

・今住んでいる人の意識を変える

・東地区（旧村部）に中心核をつくり、人やモノが集まる場所・集える場所をつくる

・山林や農地を活用した遊べる場所（体験できる場所）をつくる

・子育て支援や教育を充実させる

・公民連携による施設整備などを検討する

・住まいの相談窓口による移住相談に関するワンストップサービスは行っているが、若い人

に対してPRできるまちの魅力がない

・最低限の空家対策しかできておらず、まちの再生が出来ていない

・排他的な住民が多く、新しいことを受け入れる土壌がない

住んでみたい！と思わせる魅力の創出

・基本指針（　　１　　　） ・基本施策（　　１　　　）

施策 若い人に「すんでもらう」移住促進

主要な取組み
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・空き家のリノベーションが普及し、「再生」が新しい豊能町のイメージとして定着している

・広い敷地を活かし、若者のまちになる

・ある程度の規模でリノベーションを推進する区域を指定し、再生されているイメージを作

り出す

・指定区域内のリノベーションに対しては、助成等のインセンティブを設ける

・プロモーションによりイメージを先導する

・区域を指定するための住民同意（地域の理解）

・補助金等の資金

・イメージを優先したプロモーション

・若者に関心の高い魅力を提供する

・高齢化と住宅の老朽化が進み、「古い」「高齢者」が町のイメージとなっている

・空き家が増加している

・新築（建て替え）は、年間30~40軒程度

空き家リノベーションで若者のまちへ

・基本指針（　　１　　　） ・基本施策（　　１　　　）

施策 若い人に「すんでもらう」移住促進

主要な取組み
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住宅の流通促進で目指せ空家ゼロ

・基本指針（　　１　　　） ・基本施策（　　１　　　）

施策 若い人に「すんでもらう」移住促進

主要な取組み
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・住宅の流通がスムーズに行われている

・空き家の掘り起こしへ地域が積極的に協力している

・相続への意識が高まっている

・「住宅は地域の資産である」と意識が芽生えている

・町内不動産業者との連携が図られている（WinWinの関係が構築されている）

・「空き家は地域の資産る（活性化するために必要な資産）である」と認識してもらえる

ように、

　　　積極的にセミナー等を開催する

　　　自治会等と連携し、空き家対策（利活用の周知等）を実施する

　　　空き家の掘り起こしを地域の活性化として取り組んでもらう

・住まいの相談窓口のあり方を見直し、町内不動産業者とのすみ分けを明確にする

・地域（自治会やコミュニティ組織等）の理解

・所有者の空家活用に関する知識習得

・空き家の掘り起こし

・住まいの相談窓口と町内不動産業者との協力関係

・空き家はあるのに流通に乗らない物件が多い

・相続未登記や倉庫化などの課題があり売却に移れないケースがみられる

・気持ちの整理ができず、手放したくないというケースがみられる

・住宅価格が購入時から大きく下落しており、手放す気になれないというケースがみられ

る

・空き家の実態調査や掘り起こしができていない

・住まいの相談窓口と町内不動産業者との連携が取れていない（ライバル視されてい
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・小学校の跡地利用や既存施設の利活用を民間のまちづくり会社が積極的に進めてい

る

・公だけでは担えないサービスを民の力で補い、それが当たり前になっている

・大学との連携（共同研究）により、エビデンスに基づいたまちの新しい魅力が創出され

ている

・まちづくりに熱意のある中心的人物の存在

・民間の「まちづくり会社」設立

・行政サービスの一部に民間が参入している（サービスが充実している）

・大学や民間の情報力を活かした施策の提案

・地域コミュニティ活動を支援する中で、中心的人物になりうる存在を探す

・行政主導できっかけづくりを行う

・縦割り行政をあらため、民間のノウハウを効率よく取り入れる

・大学や民間による根拠あるデータの収集と分析

・武庫川女子大学、大阪成蹊大学や池田泉州銀行と、まちづくりに関する包括連携

協定を締結し、官学や産官連携によるまちづくりを進めている

・池田泉州銀行ときわ台支店光風台出張所の建物を使って、子どもに優しいまちづくり

を進めている

・大阪府公民戦略連携デスクと連携し、公民連携の取り組みを推進している

公民連携による活気あるまちづくり

・基本指針（　　１　　　） ・基本施策（　　１　　　）

施策 みんなが「すみ続けたくなる」定住促進

主要な取組み
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・新しい姿の公園として住民に愛されている

・住民の憩いの場となっている

・定期的にマルシェが開催され、手作り品や移動販売車による飲食の提供などで賑わっ

ている

・住民の手で管理運営されている

・街区公園を再整備し、芝生広場や高齢者向け公園など場所ごとの特徴を出す

・世代ごとに求めるものの違いを分析し、施策に反映させる

・武庫川女子大学との連携による研究を進め、若い世代の意見を反映した利活用を考

える

・公園は子どものためのものという意識を変える

・「自分たちの公園」という意識を醸成し、除草などの簡単な維持管理は地域で取り組

んでもらえるようにする

・子ども向けの公園で利用者が少ない

・老朽化している遊具のメンテナンスや園内の除草等に経費がかかる

・樹木や植え込みが成長し死角が多くなってきている

魅力ある公園の利活用

・基本指針（　　１　　　） ・基本施策（　　１　　　）

施策 みんなが「すみ続けたくなる」定住促進

主要な取組み
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まちに真剣（マジ）になる人を増やすシティプロモーション

・基本指針（　　１　　　） ・基本施策（　　１　　　）

施策 まちのことを「すきになる」シティプロモーション
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・シティプロモーションによる好循環サイクルが生まれている

　　　豊能町ファンが増えている（推奨意欲が増している）

　　　町への関心が高まり地域活動に参加する人が増えている（参加意欲が増してい

る）

　　　暮らしの満足感・幸福感が高まっている（感謝意欲が増している）

・移住する人や訪問する人が増えている

・継続的にシティプロモーションを展開していく

・まずは職員が町のファンとなり、魅力を伝えていく

・町への関心が高まるような魅力を作り出す

・豊能町に対する住民の熱量を高めていく

・豊能町ファンを増やしていく

・全ての職員がシティプロモーションによる好循環を理解し、住民、近隣に住む人、かつて

住んでいた人、働く人、訪れる人などの3つの意欲を向上させていく

・H29年3月に「豊能町シティプロモーションプラン」策定し、シティプロモーションによる好

循環サイクルを目指している

・H29~R1年度にかけて地方創生推進交付金を活用した事業を展開してきたが、R2

年度からは町単費による事業実施となっており、十分な施策ができていない

・R4年度以降は、これまでの事業をどのように発展させていくのかが課題となっている
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施策 まちのことを「すきになる」シティプロモーション

まちの資源や人を活かした、支え合い、助け合う地域イノベーションの創出

・基本指針（　　１　　　） ・基本施策（　　１　　　）
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・住民が主体となったコミュニティが形成され、「自分たちの課題」を解決していくために、

支え合い、助け合うことで新しいイノベーションが生まれている

・一人ひとりの課題解決が繋がり広がっていくことで、まちの課題解決にもなる

・能動的な住民が活躍することで地域が活性化し、魅力的な人が増え、魅力的なまち

になる

・「自分らしく生きる」ことを実践できるまち

・地域が新しい取り組みを批判しない

・コミュニティを主導する熱意ある人材

・行政主導で実施している「トヨノノ応援会」を、自立した新しいコミュニティになるよう仕

掛ける

・お互いが持つスキルやノウハウにより応援し合うことで、自分のやりたいことが実現できる

環境をつくる

・「トヨノノ応援会」により、公益性、社会性、共感性の高い取り組みやプロジェクトを支

援している

・新しい事業が誕生したり、人のつながり、共創の意識が芽生え始めている

・行政が主導しているため、予算が確保できなければコミュニティが消滅してしまう
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主要な取組み

・基本指針（　１　） ・基本施策（　１　　）

施策 みんなが「すみ続けたくなる」定住促進

「住んでてよかった」と思う人を増やすまちづくり
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・毎日の生活が「幸せ」だと感じられる町

・たくさんの人とつながっていると思える町

・「自分らしい」人がたくさんいる町

・地域で活躍できる人を支える仕組みづくり

・起業するなど社会で活躍するためのノウハウやスキルなどを身につけた人材

・「幸せ」の条件「本来感」「やりがい」「つながり」「達成感」を感じられる暮らし

・自分のやりたいこと、好きなことを見つけられる人（「自分らしさ」を発見できる人）は、

ほかの人に対しても貢献できるので、「自分らしく」生きる

・それぞれの団体への町のイベントなどの場、機会の提供。地域の人へのＰＲの手助け

等

・人材育成（ファシリテータ養成など）

・起業やその他、社会での活躍支援

・人材育成講座「とよのわたし研究室」を平成３１～令和２年度の３年間実施し、修了生がそ

れぞれの「自分らしさ」を見出した。修了生のほとんどが、家族や地域のためにできることはないか模

索しようとしている姿勢が感じられた。講座修了生が中心になって立ち上げた市民団体「とよのわ

たし研究室」が活動を開始。

・トヨノノドリーム事業やトヨノノ応援会を通じてプロジェクト（体にやさしい歯磨き粉の生産・町内

の手作り作家さんの作品提供や、地域の人々との交流するマーケットの実施・子どもむけプログラミ

ング教室など）の実施にむけた支援を行う

・女性活躍推進法に則した事業の実施が不十分
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・トヨノノPORTALで紹介されている町の魅力が転入のきっかけになっている

・レポーターとして活動している人が誇りをもっている

・まち全体がレポーターを応援し、協力している

・トヨノノPORTALが豊能町の公式プロモーションサイトとして広く認知されている

・住民目線による「人・物・場所」が町の魅力として紹介されている

・レポーターが活動しやすい環境づくりに取り組む

・町内におけるレポーターの認知度を上げる

・インスタグラムなど他のSNSも併用し、トヨノノPORTALの存在を広く周知する

・レポーターのモチベーションが上がるための工夫をする（閲覧状況の分析など）

・レポーター同士によるスキルアップのための取り組みを支援する

・レポーターの自主性を尊重しつつも、町の意向を伝えていくことができる組織化をめざす

・町の公式プロモーションサイトとして「トヨノノPORTAL」を運営しているが認知度が高い

とは言い難い

・活動しているレポーターが限定的で、運営に課題がある

・国の交付金を活用してレポーターの無料連続講座を開催してきたが、単費での実施が

困難なことから今後の実施に見込みがたっておらず、育成が課題となっている

・発信されている内容が整理されていない（自主性に任せている）ため、情報に偏りが

ある

トヨノノレポーターによるまちの魅力発信

・基本指針（　　１　　　） ・基本施策（　　１　　　）

施策 まちのことを「すきになる」シティプロモーション

主要な取組み
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